






世界標準カリキュラム・４学期制導入

�´ ACM/IEEE*標準カリキュラムCC2005/IT2008/CS2013準拠

�« 世界に通じる教育内容

�« 充実した演習環境および演習時間

�´ 学部４学期制(2018.4全面移行)

�« 週2回同一科目の講義(7週で終了）

�« ５０分/講義

�« 各科目に集中可（同時受講５科目程度）

�« 夏休み時期の短期留学容易

�« 大学院(既に4学期制)開講の講義も受講可

�´ 留年制度導入(2018.4入学者より）

�« 2年生終了までに基本推奨科目55単位未満 or TOEIC 400点
未満の者は、3,4年生対象の開講科目を履修できない

ACM: Association for Computing Machinery
IEEE: Institute of Electrical and Electronics Engineers13

コンピュータ理工学部
School of Computer Science and Engineering

学生自らキャリアプランニング

５フィールド（専門領域）のカリキュラムで、学生が希望する進路に応じた領域の科目を履修できます。

履修の計画から学習まで、個々の学生の主体性、自立性を前提としたカリキュラムです。（3年生から研究室配属）
履修アドバイザーによるきめ細かい指導で入学から卒業までサポートします。

金融工学アナリスト
ITコンサルタント など

コンピュータシステム開発
家電・車載機器開発 など

ネットワークエンジニア
通信関連 など

ロボット関連
医療関連
ゲーム開発 など

大規模システム開発
プロジェクトマネージャー
システムアドミニストレー
ターなど

コンピュータやコンピュータシス
テムの設計と構築を学ぶ。

コンピュータ・ネットワーク、
ネットワーク構築法、ネットワー
クを介したサービスを学ぶ。

ビジネス、政治、健康、教育、そ
の他様々な分野で必要となる情報
技術について学ぶ。

信頼性や効率性を考慮しながら大
規模なソフトウェアシステムを組
織的に開発・運用・管理する方法
を学ぶ。

理論やアルゴリズムの数学的基礎
から応用分野でのコンピュータ利
用法を学ぶ。
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スーパーグローバル大学創成支援 会津大学の教育体系

スーパーグローバル大学（ＳＧＵ）の認定を受けて

修士課程

博士課程

学部
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生を早期に見い

だし、育成

オナー年

オナーズ
プログラム

（3＋２，４＋１）

1 y

5 y

アカデミックスキル（初年次教育）

対象学生が自由に
使用できる１年
（留学、国際イン
ターンシップなど)
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会津大学学部・大学院修士課程一貫教育
オナーズプログラム

オナーズプログラムとは

通常コースと異なるカリキュラム・プロジェクトを与えられる、やる気が
あり、発想または技術が優れる学生を奨励するためのプログラム。欧米で
は、このプログラムの修了者に対しHonors degreeと呼ばれる上級の学位を
授与。

• 学士・修士号を5年で習得可能な履修システム
• オナーズプログラムだけの魅力ある特別科目を提供
• 短縮した1年間を利用して、留学、海外インターンシッ

プ、起業のためのベンチャー体験、海外ボランティア
など様々なアクティビティへの参加をサポート

• 奨学金

オナーズプログラム（異才発掘型）も始動
• 一芸に秀でた学生を発掘し、適切なメンターを付けて、

能力の開花を促す
17

特別な教育・育成支援

「ビジネス・アイデアコンテスト」「地域活性化活動」「復興関連プロ
ジェクト」「ICT発展途上国への支援プロジェクト」の支援実績

「会津大学『ふくしま』の魅力を発見、世界に発信し隊」 被災地復興のビジネスプランコンテ
ストでイノベーティブ・アワードを受賞

• 学生の自主活動をチャレンジャーバッジ
を付与することで、大学が認定・公表

• 学生の意欲向上を促す

会津大生ら開発「減災ハッカソン」
国連世界会議で展示へ

意欲・才能のある学生の早期発見・育成

18

A I Z U
THE UNIVERSITY OF AIZU

19 © Copyright 会津大学

19
チャレンジャーバッジ

2017 2018 合計

バッジ発行枚数
(枚) 41 256 297

• 学生の課外活動を評価し、ディジタルバッジを付与します

• 学生は、課外活動に対し大学から評価・顕彰

されるようになりました

• 「会津大学チャレンジャーバッジシステム公認競争的イベント」
を外部企業・団体から誘致しています

• 公認イベント参加を通じて、学生に様々なことにチャレンジする
機会を提供しています

19

学生主体の活動
ベンチャー体験工房（２～４年生） 課外プロジェクト（１～４年生）

その他学生の自主活動
ＡＣＭ国際対抗
プログラミングコンテスト

「スマートフォンアプリ
ジャム 2014」最優秀
賞受賞 会津大起業部チーム、

ビジネスアイディアコン
テストにて優秀賞受賞

20



学生主体の活動

対象：中学生・高校生 合計60名； 毎年８月に開催
学生が中心に、パズル・ゲームプログラミングを合宿形式で教える

コンピュータサイエンスサマーキャンプ

https://www.facebook.com/ComputerScienceSummerCamp
21

ＳＧＵ認定を受けて変わってきたこと
☆留学生・外国人教員と気軽にコミュニケーションがとれる場所の提供☆

グローバルラウンジ

70インチの大画面モニタで見る
DVDは迫力満点！

最新のＤＶＤ・アニメ・図書（すべて
英語版）の他、ゲームなども豊富

外国人職員による
演奏会も開催

22

AIZU GEEK DOJO
☆3Dプリンタ、レーザカッタなどを配置したMakers Roomを

学内にオープン (2016.8)

IoT（Internet of Things:モノのインターネット）やロボット技術が進展する中、本学において、学
生がものづくりに専念できるように3Dプリンタ、レーザーカッタなどの工作機械を備えた新しいタイ
プの工房「Aizu Geek Dojo（会津ギーク道場）」をオープンしました。23
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24Aizu Geek Dojo

2016 2017 2018 合計

利用者数
(人) 120 256 425 801

• 工作機器を備えた施設

• 学生は自由に使用することができ、アイディアを形にすることがで
きます

• 機器使用の指導を行うSA・TAを定期的に配置しているため、学
生は安全に利用できます

• 会津大学の名物施設となっており、本学における研究・教育活動
や自由な発想を形にすることの楽しさなどの魅力をPRしています

24



会津大学シリコンバレー拠点

世界のＩＴ企業が集まるシリコンバレー（米国カリフォルニア州）に研修拠点を開所しま
した。この研修拠点では、学生や教員が渡米して、研修、研究発表などの場として活用す
るほか、インターネット回線を結んで最先端を行く専門家や技術者、投資家などとの情報
交換することにより、グローバル人材の育成や産学連携、共同研究を進めていきます。

Manufacture room Working place Personal desk for rentalMeeting room

☆2016.5.17米国カリフォルニア州マウンテンビュー市Hacker Dojo 内に
会津大学シリコンバレーオフィスを開設

25

米国シリコンバレーインターンシッププログラム

☆毎年、2週間の 「米国シリコンバレーインターンシッププログラム」
を実施

会津大生の写真が現地メディアに紹介
されました

2017.8実施プログラムから

26
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シリコンバレーインターンシップ

2016 2017 2018

応募者数(人) 12 14 22

参加者数(人) 9 8 8

• 「ものづくり」をテーマとしたインターンシップ

• IoT（Internet of Things）、スマートフォンなどの技術に関
連したプロトタイプ開発を行います

• シリコンバレーの現地エンジニアとの交流や意見交換を通し
て、開発品を磨き上げ、プレゼンテーションを行います

• 大学や有名企業などへの視察も行います

A I Z U
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中国・大連インターンシップ

• ICT専門の私立大学・大連東軟信息学院に留学しながら、
企業でインターンシップを行います

• 中国の最新のICT事情や製品性能評価を学習・体験します

• 日中合同の学生チームを作り、新しいICTビジネスについ
ての企画・発表を行います 2017 2018

応募者数(人) 3 7

参加者数(人) 3 4
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福島民友新聞
2015.10.23（金）
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ICTグローバル入試の開始

☆２０１６年度後期からのICTグローバルプログラム全英語コー
ス開を開講.学部から幅広い留学生を受け入れ可能とする2つの
ICTグローバル入試制度を策定し実施

29

＜２つのICTグローバル入試制度＞
・全英語コース「一般選抜」
・3年次編入入学「海外居住者選抜」

(注)当初策定した全英語コース「特別選抜中国」は、「一般選抜」
に統合し2018.6を最後に廃止29
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ICTグローバルプログラム

• 入学から卒業までの授業を全て英語で履修し卒業できるコース

• 条件を満たせば、国籍を問わず出願することができます

• 2018年10月現在、32名がこのコースに在籍しています

2018年10月
在籍者(人)

1年生 7

2年生 9

3年生 9

4年生 7

合計 32

※コースは10月にスタート。
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バディプログラム

• 日本人学生がICTグローバルプログラムの留学生のバディ（相棒）となり、
留学生の生活や勉強の相談に乗ります

• 異文化交流

• 日本人学生の英語能力アップ

• 留学生の日本語学習

• 留学生と友達に！

• 2017年度にバディの活動を通して親交を深めたメンバーが主体となり、国
際交流サークル「Hello World!」を設立しました

2016 2017 2018

ICTG
入学者数(人) 11 16 12

日本人
バディ数(人) 20 18 29
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国際交流 International Exchange Activities

■ 海外の大学等との交流

- これまで２０の国・地域、８３校の大学・研究機関と一般協定締結を行った。

- 留学フェアや補助金制度を充実させ、より多くの学生が

海外の協定校で学べるように体制を整えている。

※海外大学への派遣学生数推移

■ 海外短期・中期派遣プログラム及び海外拠点の推進

海外留学及び海外インターン経験者の増加を促進するため、米国 ローズハルマン工科大学、

シリコンバレーインターンシップ、ニュージーランド ワイカト大学 パスウェイズカレッジ、中国

DNAプログラムの短期プログラムを通して、海外における見識、動機づけを高める。

今年新しく中国・大連の大学と覚書を締結、県内企業や団体の支援の下、研究事業開発をする

プログラムを企画中である。 また、中国・深セン市科学技術交流センターと協定を締結した。

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018
6 9 11 15 20 21 29 34 40
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国際交流 International Exchange Activities ②

■ 地域住民との交流などの国際交流活動

地元の小学校を訪問したり、南会津町の中小屋地区地域住民と、会津大学の日本人学生・

留学生の協働チームとの交流など、様々な国際交流活動を通じて、地域特性や多様な文化を

理解し、国際社会で活躍できるグローバル人材の育成に努めている。

■ 学生受入プログラム等を通じて本県の魅力等の理解を深める。

本学学生及び海外の学生が会津の文化や魅力、情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した地域課題の

現状などデザイン思考の手法を用いて学習するプログラムを実施した。
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国際交流 International Exchange Activities ③

■ 海外留学フェア・小学校、高等学校における地域・国際理解教育

- 本学で実施している派遣プログラム及び留学生交流について説明

- 地元の小学校、高等学校における地域・国際理解教育

（留学生のお国紹介、地域・国際交流を通したグローバル人材育成事業の展開）

■ グローバルラウンジ

英語・日本語学習教材や生活情報及び日本人学生の海外留学における情報提供の充実を図る

ほか、留学生支援の一環として日本人学生、教職員との交流会等を開催している。
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ACM = Association for Computing Machinery
World's largest academic society in the field of computer science

The only worldwide programming contest for college students

http://icpc.baylor.edu

International 国際
Collegiate 大学対抗
Programming プログラミング
Contest コンテスト

▌A worldwide programming contest for college students
3 people 1 set of team game
Create a program to solve a given problem
Solve as many problems as possible within the time limit 
Algorithm design required
Evaluation criteria are clear
Beginners are easy to handle
Participation restriction: University student

ＡＣＭ－ＩＣＰＣ 国際大学対抗プログラミングコンテスト A I Z U
THE UNIVERSITY OF AIZU
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36Achievements of Univ. of Aizu Teams

1998 東京
1999 京都
2000 筑波
2001 函館
2002 金沢
2003 会津
2004 愛媛
2005 東京
2006 横浜
2007 東京
2008 会津
2009 東京
2010 東京
2011 九州
2012 東京
2013 会津
2014 東京
2015 筑波
2016 筑波
2017 筑波
2018横浜

2010 Kaohsiung
2012 Kaohsiung
2013 Chia‐yi
2014 Taichung
2015 Taipei

2003Manila

2008 Harbin

2006 Hanoi
2013 Danang

2015 Singapore
2018 Singapore

2014 Kuala Lumpur

2009 Phuket
2011 Phuket
2016 Bangkok

2016 Daejeon

2009 Stockholm

2015 Phuket

More than 40 teams
Advanced to Asia Regionals more 
than 20 years
・・・
2002 10th place
2003 6th place
2004 10th place
2005 7th place
・・・
2007 7th place
2008 4th place World Finals!
2009 11th place
2010 7th place
・・・
2012 9th place
2013 8th place
2014 13th place
2015 5th place World Finals!
2016 4th place World Finals!
2017 8th place

2017 Rapid City

aizu acpc

http://www.u-aizu.ac.jp/circles/acpc/



会津ITベンチャー企業との連携

経産省「大学発ベンチャーの設立状況等に関する調査」（2017年2月公表）より

・新規創業科目
・インターンシップ
・アルバイト
・ハッカソン及び各種コンテスト支援
・共同研究

留学生のアルバイト先、
インターンシップ先にも

…

大学発ベンチャー
企業数：
全国公立大学でNo.1

学生数に対する大学
発ベンチャー数: No.1

37
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学部志願者数（四大）入試志願者数（短大）の状況

学部入試志願者数の推移 四大

人

年

639 599
767

946
869

641

847 840 868

1157 1216
1115 1178

224 201 209 255 236 252 294 278 229
336 311 270 328

0
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1200

1400

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
全体 県内

人

年

入試志願者数の推移 短大

492

387
430

474
402

351
297

383
328 334

382 394
327

281
208

240
279

232
271

199
254

198 197
229 259

185

0

100

200

300

400

500

600

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
全体 県内

年

就職率の推移

●開学以来の平均就職率は９７％ (大学院は100%)

卒業年度

93.0 91.2 
94.5 96.2 93.8 95.7 96.0 98.6 98.1 

100 100 100 100 100 100 100 100 100 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

学部 大学院（博士前期課程）
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1. 会津大学の概要

2. 教育の取組

3. 研究の取組

4. 地域・対外貢献

5. 最近の話題

本日の話題



会津大の様々な研究活動
宇宙情報科学
• はやぶさ・はやぶさ２プロジェクト
• たんぽぽ（宇宙ステーション）プロジェクト
• ＪＡＸＡ，国立天文台などとの共同研究

医療・画像情報工学
• 心疾患シミュレーション
• 睡眠状態モニタリング
• MRI画像・内視鏡画像によるがん

細胞特定

• 福島医科大、竹田病院、企業など
との共同研究

ロボット工学
• 除草（合鴨）ロボット
• 災害用ロボット
• 集団ロボット制御
• ロボット用汎用ソフトウエア

• イノベーションコースト構想の一角
を担う

次世代高性能コンピュータ
• 高精度演算機能
• 国家プロジェクトへの参加

先端ICTラボ「LICTiA」

ＡＩセンター
• 企業との連携
• 新たな手法の開発
• 世界への発信

先端情報科学研究センター(CAIST)

クラウド・コンピュータ
• サイバーセキュリティに関する研究
• 複数クラウドの統合
• 国家プロジェクトへの参加

41
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会津大学 AIセンター 2018年4月スタート会津大学 AIセンター 2018年4月スタート

< 2018 3⽉20⽇ 新聞1⾯記事 >

第⼀⾯プーチン⼤統領再選記事より⼤きな扱い

Newspaper March 2018
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会津大学 AIセンター UoA AI center 

会津⼤学AIセンター
AI Center/ X-Lab.-AI

岡 リーダ Oka leader
趙 サブリーダ Zhao sub leader

部⾨・講座 Departments, centers

研究者researcher 産学連携、リクティアDC 
LICTiA data center

社会・産業界のニーズに呼応し、部⾨横断型のAIに関するVirtual研究チーム「AIセンター」
を⽴ち上げ、課題解決、⼈材育成に繋げ、社会の要請に応える。AI Specialist/Expert research team 
is organized across laboratories to foster research and respond to the needs for AI in the society including 
academia & industry.

• 機械学習・ディープラーニング Machine learning / 
Deep learning 
• AIチップ・ハードウェア実装 AI chip & 
implementation

• 知能システム Human-centered computing

•データ解析 Data analytics

• アルゴリズム 回帰、予測 Algorism

• 知財 Patent, IP

X-Lab.team
（Cross Labo.)

AI関連研究者
AI researchers

30⼈

A I Z U
THE UNIVERSITY OF AIZU

44 © Copyright 会津大学

44
会津大学AIセンターシンポジウム

第1回 2018 4⽉21⽇(⼟) First Symposium on AI Science and 
Technology (SAIST) - current trends and beyond

第2回 12⽉8⽇(⼟) AI Chips: From 
Data Centers to Edge and IoT 
Computing

会津⼤学の持つディープラー
ニングなどAI先端研究

会津⼤学の持つAIハード先端研究
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コンピュータ⼯学部⾨(CE division)

会津大学 AI基盤と産学連携（戦略）
AI chip development Infrastructure (Strategy)

共通技術の開発及び技術プラットフォーム整備

今後の戦略(Strategy)
- AI chip development infra
- Application on edge computing 

AI center
- Research
- ML&DL tools

UBIC/Rev. center
- Industries
- LICTiA DC
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1. AI関連研究者の層の厚さ Wide range of AI researchers 
- 機械学習・ディープラーニングからデータ解析、アルゴリズム
- 特にエッジコンピューティング領域（AIチップ・ハードウェア実装）

Machine learning / Deep learning to AI chip & implementation

2. 産業界との連携 Collaboration with industries 
- 共同研究、国プロジェクトの実績とポテンシャル
Collab. Researches, national projects
- 会津⼤ゆかりの有⼒なAI企業⼈ AI players connected

3. ソフトウェア開発者集団の層の厚さ IT resources
- 会津ITベンチャー群、学⽣ IT ventures, students

AI 会津大学の強み UoA AI competitivenessAI 会津大学の強み UoA AI competitiveness
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先端情報科学研究センター〔CAIST〕

○光学観測機器開発・運用経験を生かし、国内外の宇宙ミッションに主体的に参画することを目標としている。2014年12月3日に
打ち上げられた「はやぶさ2」プロジェクトにも参画した。また、月惑星探査データ解析ツールの開発・提供を行いアーカイブ
サイエンス拠点を目指す。

○各種心疾患、特に心臓性突然死に関する理論研究とコンピュータシミュレーションを行い、その発生メカニズムを究明する。先
進的計算手段とアルゴリズムを最大限に活用して、医学と工学分野を融合して人間の健康に関する幅広い領域における研究開発
を目指す。

ⒸJAXA

○会津大学が強みとして持つ情報処理技術をロボットに応用することによりロボット工学の学問分野を進歩させ、同時にロボット
を通じて新しい研究領域を創出しコンピュータ理工学を進化させることを目標としている。

○セキュアで柔軟に利用できるクラウドを実現するための設計、構築方法と運用方法の研究開発を行い、
サイバーフィジカルシステムを支援する。センサーネットやロボット支援、エネルギーマネジメント
システムなどといった分野での成果を目指す。

○将来のHigh Performance Computingシステムに必要となる革新的な技術を実現させるため、効率的
で有効に利用できる並列計算プロセッサを設計することを目標としている。

2009年4月、会津大学内に先端情報科学研究センター（略称：CAIST）を開設。センター内には、重点
研究テーマごとに「クラスター」と呼ばれる研究チームを設置。社会のニーズに応える研究を推進
し、その研究成果で地域産業の振興や新産業の創出を目指す。

ロボット情報工学クラスター（ARC-Robot）

宇宙情報科学クラスター（ARC-Space）

生体情報学クラスター（ARC-BME）

クラウドクラスター（ARC-Cloud）

並列計算科学クラスター（ARC-HPC）
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「はやぶさ２」プロジェクト

2/22はやぶさ２リュウグウへのタッチダウン(試料採取)成功
電波が行って帰るのに約40分掛かる遠いところで、高度20kmから直径6mの目標に精密誘導、ぶつからず無事に上昇できた。

はやぶさ２プロジェクトには、
会津⼤ ARC-Spaceが主要
メンバーとして参加。JAXAの
運⽤にデータ解析で貢献、
さらに同時観測運⽤も実施。

2019/2/22タッチダウンの成功（モニタカメラ動画参照）
は、⼩惑星形状モデルとくに降下地点の精密３D地図を
提供した形状モデリングチーム（PIは平⽥成)の貢献⼤。
県内企業/⼯場も多数参加し、4/5には福島製インパクタ
によるクレータ⽣成実験予定。

最初のはやぶさ２の

タッチダウン地点を
Tamatebakoと命名
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「はやぶさ２」プロジェクト

2019/3/19、はやぶさ２観測成果論⽂がScienceに掲載
会津⼤学教員が主著者かつ学⽣も共著者に含まれたのは2006年以来の快挙。

共著は2009年かぐや成果以来

参考（Scienceに会津⼤の名前が出たこれまでの全実績 7件）
#1 Pole and Global Shape of 25143 Itokawa
H. Demura et al. (2006) 会津⼤学教員が主著者、会津⼤学⽣が共著
http://science.sciencemag.org/content/312/5778/1347
#2 The Rubble-Pile Asteroid Itokawa as Observed by Hayabusa
A. Fujiwara et al. (2006) 会津⼤学教員が共著
http://science.sciencemag.org/content/312/5778/1330
#3 Detailed Images of Asteroid 25143 Itokawa from Hayabusa
J. Saito et al. (2006) 会津⼤学教員と会津⼤学⽣が共著
http://science.sciencemag.org/content/312/5778/1341
#4 Mass and Local Topography Measurements of Itokawa by 
Hayabusa
S. Abe et al. (2006) 会津⼤学教員が共著
http://science.sciencemag.org/content/312/5778/1344
#5 Regolith Migration and Sorting on Asteroid Itokawa
H. Miyamoto et al (2007) 会津⼤学教員が共著
http://science.sciencemag.org/content/316/5827/1011
#6 Long-Lived Volcanism on the Lunar Farside Revealed by 
SELENE Terrain Camera
J. Haruyama et al. (2009) 会津⼤学教員が共著
http://science.sciencemag.org/content/323/5916/905
#7 (ニュース) Update: Japanese spacecraft safely lands and leaves 
asteroid surface in effort to collect samples
Feb. 22, 2019 はやぶさ２光学航法カメラの写真クレジットで会津⼤学と
明記。
https://www.sciencemag.org/news/2019/01/japans-asteroid-
mission-faces-breathtaking-touchdown

〇「はやぶさ2」が到着した炭素質⼩惑星 162173リュウグウ―コマ型ラブル
パイル（Hayabusa2 arrives at the carbonaceous asteroid 
162173 Ryugu ̶ a spinning-top-shaped rubble pile）
http://science.sciencemag.org/content/early/2019/03/18/science.aav8032/tab-pdf
主著者︓渡邊誠⼀郎（名古屋⼤学教授）
本学所属の著者︓平⽥成、杉⼭貴亮（修⼠2年）、北⾥宏平、本⽥親寿
主な寄与︓⼩惑星リュウグウの形状を計測した（平⽥、杉⼭）。リュウグウの表⾯傾斜
解析を⾏った（平⽥）。

〇「はやぶさ2」の近⾚外分光観測による⼩惑星リュウグウの表⾯組成
（The surface composition of asteroid 162173 Ryugu from 
Hayabusa2 near-infrared spectroscopy）
http://science.sciencemag.org/content/early/2019/03/18/science.aav7432/tab-pdf
主著者︓北⾥宏平（会津⼤学准教授）
本学所属の著者︓平⽥成、本⽥親寿
主な寄与︓「はやぶさ2」搭載の近⾚外分光計NIRS3の主任研究者として、機器開発
から観測実施、データ解析を主導し、論⽂主要部分の執筆を⾏った（北⾥）。

〇リュウグウの表⾯地形、多⾊画像、 熱物性から探る⺟天体の進化
（The geomorphology, color, and thermal properties of 
Ryugu: Implications for parent-body processes）
http://science.sciencemag.org/content/early/2019/03/18/science.aaw0422/tab-pdf
主著者︓杉⽥精司（東京⼤学教授）
本学所属の著者︓本⽥親寿、平⽥成、出村裕英、⼩川佳⼦、⼭⽥⻯平（特任准
教授）
主な寄与︓「はやぶさ2」搭載の光学カメラチームの主要メンバーとして、観測およびデー
タの解析を⾏った（本⽥）。「はやぶさ2」搭載の中間⾚外カメラチームの主要メンバーと
して、機器開発・地上検証データの取得とキャリブレーションツールHEATの開発、観測
データの解析を指導学⽣と共に⾏った（出村、⼩川）。「はやぶさ2」搭載のレーザ⾼度
計チームの主要メンバーとして、機器開発および観測データの解析を⾏った（⼭⽥）。

Science誌掲載3篇はリモートセンシング
観測や重⼒計測に基づく解析の初期成
果をまとめたもの。⼩惑星リュウグウの形状
、内部の構造、表⾯の組成、地形、⺟天
体についての研究成果がまとめられた。
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会津大学 産学ロボット技術開発支援事業

研究機関等
research labo.

ソフトウェアによる付加価値
Robot Dev't

⼤学・⾼専等
university

再利⽤・⾼品質
Reuse/ Quality

産総研OpenRTM-aist
による標準化

県内企業等
company

ロボットソフトウェア標準化
Robot SW  

ソフトウェアライブラリふくしま
Robot Software Library:

会津⼤学
先端ICTラボ
LICTiA

駆動系 センサー系 操作系

無線通信系
wireless

制御系

g
画像処理
image

有線通信系
cable p y

表⽰系
display

シミュレータ

クラウド
cloud

move             control           sensor         operation       simulator

ソフトウェア部品(Robot Technology Component RTC)

ロボットテストフィールド
Robot test field

・
・
・

⼤型屋外災害対応ロ
ボットアイザックLarge-Sized 
Outdoor Disaster Response 
“ENRYU”

⼩型屋内災害対応ロ
ボットアイザックSmall-
Sized Indoor Disaster 
Response Robot:  “Spider”

空中観測⽤ロボットDrone
会津ラボ、EAC
空中観測⽤ロボット
(有線）会津ラボDrone 
with cable

地上観測⽤ロボット
NJKGORON Wormʼs-Eye View 
Robot

研修⽤教材・研修
FSK、Gclue Training

知的画像処理、クラウ
ドロボット会津ラボ、
EAC、JAD、TIS、
NetOne、AC

シミュレーション
FCS Simulation

イノベーションコースト構想
会津地⽅（SW)と浜通り（ロボット）の連携

UoA as key player in Innovation Coast Program

・ 参加企業: 12社 companies 技術者:約100⼈ engineers

・ RTC講習会参加者︓200名
・ ライブラリーSW部品 : 121

南相⾺市 Minami soma

クラウドロボット
Cloud Robotics
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World Robot Summit 2018（プレ⼤会）
会場︓東京ビッグサイト
期間︓10⽉17⽇（⽔）〜21⽇（⽇）

ワールドロボットサミット(WRS)
World Robot Summit

トンネル事故災害
対応・復旧チャレンジ
8チーム参加

⼩川先⽣ 神ノ⾨君（M2)
阿部君（M2)

会津⼤チームを
⾒守る成瀬先⽣

災害対応標準性能評価チャレンジ
（実機）にも参加
ドイツ、シンガポールなど
全世界から、19チームが
参加する中、13位と健闘。

会津⼤学 シミュレーション部⾨の優勝
会津⼤学Robotチーム全員の
協⼒、参加チームメンバーに登
録していない産学連携チーム全
体の総合⼒

シミュレーション課題 ⾞両調査
（⼤会公式動画より抜粋）
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南相馬市・福島ロボットテストフィールド（RTF)
Fukushima Robot Test Field

【会津⼤学の役割（案）】
１．RTFシステムサポート環境の構築

① ロボットデータレポジトリRobot Data Repository（RDS)
② Standard Test Method(STM)

２．ロボットオープンイノベーション
３．デュアルウエア⼈材(ハードとソフト両⽅）育成

平成30年度「⼤学等の「復興知」
を活⽤した福島イノベーション・コー
スト構想促進事業」採択
2019年度も採択

南相⾺市とイノベーションコースト
構想推進のための連携協定締結
2018年10⽉30⽇
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会津大学ロボットテストフィールド研究センター始動

福島ロボットテストフィールド
（南相馬市）研究棟内に

研究者２名及び事務職員２名
が常駐

2019年9月2日（月）
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会津大学発ベンチャー IT Venture

⼤学の周辺に⽴地
- 学⽣にとって︓アルバイト先、スキル修得
- ベンチャーにとって︓優秀な技術者の確保

• 会津⼤学発は33社（公⽴⼤全国１位 経産省調べ）
• 学⽣1,000⼈当たりのベンチャー企業数全国1位

（平成27年度⽇経グローカル調べ）
• 会津地区の重要産業 年間売上 20億円規模

< 地⽅の経済停滞の中、会津⼤学発ベンチャーはがんばる >

■デザイニウム
前⽥社⻑
会津⼤学在学中設⽴
SPAJAMなど数々のコ
ンテストに⼊賞

⼤学の周辺
（⾃転⾞圏内）

上野会⻑
（第⼀期卒業⽣）

秋⼭社⻑（学⽣）
VRゲーム開発︓
Magic Arts、スタイ
リッシュ雪合戦

■AnostVR 2018 12⽉認定

ふくしま再⽣可能エ
ネルギー産業フェア
2018
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57公募事業採択状況・主要学術論文採択数

○公募事業採択数

○主要学術論文採択数

※教員数は学校基本調査の数

過去11年間（2006～2016）、文科省、経産省、総務省の事業として多数の採択を受ける。
•産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業（文部科学省）
•大学生の就業力育成支援事業（文部科学省）
•社会とつなぐ理数教育プログラムの開発（日本学術振興機構）
•大学教育の国際化加速プログラム（文部科学省）
•「ｱｼﾞｱ人財資金構想」高度専門留学生育成事業（経産省・文科省）

•大学院教育改革支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ITｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ（文部科学省）
•新たな社会的ﾆｰｽﾞに対応した学生支援プログラム（文科省）
•現代的教育ニーズ取組支援プログラム（文部科学省)
•大学等産学官連携自立化促進プログラム（文部科学省）
•ＩＴ融合による新産業創出のための研究開発事業

（経済産業省）
•地域イノベーション戦略支援プログラム（文部科学省）
•産学連携イノベーション促進事業（経済産業省）
•2014年度スーパーグローバル大学創成支援

（文部科学省）

近年の採択状況
○戦略的情報通信研究開発推進事業(SCOPE)
（総務省）（2016、2018）

○⼤学等の「復興知」を活⽤した福島イノベーション・コースト
構想促進事業
(イノベーション・コースト構想推進機構/⽂科省）（2018）

○AIチップ・次世代コンピューティング 沖電気事業に参画
（NEDO/経産省）（2018〜）

○AIチップ・次世代コンピューティング エヌエスアイテクス事業
に参画
（NEDO/経産省）（2018〜）

年度 教員数 学術誌(査読有り)論文採択
数

学会発表(査読有り)論文採択
数

2013 107 126 241
2014 107 146 213
2015 111 139 183
2016 107 124 228
2017 109 173 245
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（目標1） 未来の科学者育成
・中高大連携による科学技術者の育成（SSH天地人プロジェクト）
← 会津大学｢天地人プロジェクト｣（JST H21‐22 社会とつなぐ理数教育プログラムの開発）

をベースに発展 Prof. Okudaira, Prof. Otsuyama, Prof. Naruse 他多数
← 会津大学「スポット講義」（H21～ 中高大連携協定に 基づき実施）数学・英語・情報等

Prof. Maeda, Prof. Kaneko 他多数

・女性科学者の育成
← 講演会への講師（会津大学女性教員）派遣 Prof. Okudaira, Prof. Ogawa

（目標2） 地域の理数教育の基盤づくり
・地域の小中高等学校との連携
← 会津大学サイエンス・カフェの継続（保護者も巻き込んだ科学啓発活動）

（目標3） 中高大をつなぐ理数教育プログラムの開発
・理数研究の基盤となる高度なコンピュータリテラシー獲得プログラムの研究
← 会津大学教員が協力し、高度なコンピュータリテラシー（各種センサーの活用、制御、画像

処理等）に関する授業を実施 Prof. Naruse他

Science日新館の目標と会津大学の協力 H21～

本学教員によるサイエンス・カフェ
（保護者対象）

高大科学教育連携 会津学鳳SSH 〔Science日新館〕 他

会津学鳳以外への支援

・会津高等学校（「会津大学講座」及び「研究の世界を知る会」）→本学での講義聴講：H23～H29実施
・磐城高等学校（「SSH総合の時間」） →本学での講義聴講：H23～H27実施
・福島高等学校（「SSH英語によるプレゼンテーションへの指導」） → 本学教員派遣：H24・H25実施
・米沢興譲館高等学校（「SSH異文化融合サイエンス～英語発音と科学～」） →本学での講義聴講及び教員派遣

：H24～ H26実施

本学教員による最先端の研究に関する
講義
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60会津大学 先端ICTラボ LICTiA
Laboratory for leading-edge ICT in Aizu

【オープンイノベーション】
AOI会議 Open Innovation

【⼈材育成】
Training/Project

先端ICTラボ（LICTiA) 「福島県における先端ICT実証研究拠点整備事業」（国、県)
2015年10⽉供⽤開始 Government, Pref. fund

【ソフトウェアの開発】
Software development

AOI会議からのソリューション
、ソフトウェアの開発・実証、
本番運⽤も可能Develop 
software and solution, attest 
the functionality. Operation 
and service can be provided.

ICT拠点

来訪者約16.3万人（3.5年）
163k visitors in 3.5 years
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61先端ICTラボの活用 あおい（AOI)会議
Use of LICTiA – AOI Meetings

起業への指南
(Type IV)

ブロックチェーンSWの検討
（Type III)

VR実証(Type III)

会津オープンイノベーション(Aizu Open 
Innovation: AOI会議)

地元ITベンチャー幹部 IT venture VP

学生students

学内通貨の実証
(Type IV)

FINTECH.

Blockchain

UoA Kiosk

➡ 郡山市、白河市へも拡大

オープンイノベーション
Open Innovation

あおい会議
－ AOI meeting －
2013年度 105回
2014年度 140回
2015年度 212回
2016年度 343回
2017年度 367回
2018年度 373回
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会津大学 県内市町村との連携拡大

 郡⼭市 (2016年12⽉20⽇〜) 連携協定
郡⼭オープンイノベーション会議（KOI会議）宇宙産業とIT
郡⼭市⼩教研 ⼩学⽣へのプログラミング教育 (2017.7.21 渡部、阿部)
郡⼭市教育委員会と連携した教員派遣講座（2017.8.23 清野）
郡⼭市統計研修（全3回）（2018.1.24・29、2.8  藤井、吉良）

 ⽩河市 (2018年 3⽉15⽇〜) 連携協
定⽩河オープンイノベーション会議（SOI会議）

製造業デジタル化、ロボット事業等

 ⻄会津町 (2018年 8⽉〜 ) 試⾏︓⼩学校プログラミング教育、AOI会議 製造業デジタル化

 南相⾺市 (2018年 10⽉〜 ) 連携協定
イノベーションコースト構想推進、復興知事業

 只⾒町 (2019年1⽉〜 ) 試⾏︓⼥性プログラマ育成塾、AOI会議

A I Z U
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⼭崎特任教授 久⽥会津ラボ社⻑

ポイント
1. 未就労、⼦育て中、ひとり親家

族、離職者、転職希望などの初
⼼者も対象．Female – child care, 
not working, job hunting etc

2. ネットによるeラーニング中⼼で
丁寧な教育 E-learning base

3. 就労は県内企業（情産協等）
Exit corporation with companies( IT)

• IT基礎知識を持つ⼈材の輩出
• ⼥性活⽤
• ⽬標 年間50名就労へ

女性プログラマ育成塾
“Fukushima Female Programmer Deployment”

１期⽣104名卒塾 56名就労
(受講期間︓2017年10⽉〜2018年9⽉）

２期⽣102名 受講中
(受講期間︓2018年7⽉〜2019年6⽉）

3期⽣104名受講中 (応募150名）
(受講期間︓2019年4⽉〜2020年3⽉）
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64会津若松市 新ICTオフィス（AiCT)との連携

価値＝⼊居企業と会津⼤学の研究者・学⽣との連携

5 6

データ収集・公開連携基盤

市⺠ポータル
（会津若松プラス）

デジタルコミュニケーションポータル（MyID/UI/AI）

サービス連携IF (IoTPF)

IoTPF連携IF IoTPF連携IF

デバイス管理IoTPF連携IF (情報登録)

オープン
データ管理

オープン
データ事業者クラウド 事業者クラウド

SOC監視エンジン
・API

監視
API

IoTPF連携IF (情報公開)

データトレーサビリティ・流通制御

データ収集・
処理基盤

真正性保証
(改ざん防⽌・端末正当性検証)

セキュリティ機
能

セキュリティ
管理・分析エンジン

監視・インシデント対応
SOC連携

API

⾏政
職員

監視エンジン
(将来)

分析官
地域データ

プラットフォーム

地域スマートシティ
データ基盤

Government Public cloud

各アプリ・サービス

データアナリティクス/
セキュリティ⼈材育成

会津オープンイノベーション会議（AOI会議）

実証フィールド

事業提案・実証テーマ
※計画段階の事業含む

Energy SightseeingHealthCareEducation

Agriculture FintechIndustry4.0 Mobile

AI
A

C

会津⼤学

B D

〜AOI会議とは〜
• 2013年、ICT産業を中⼼とした産業振興、雇⽤の創出、
福島県の産業振興、東北の復興に貢献することを使命
に、会津⼤学の学内組織として「復興⽀援センター」が開
設

• 同センターは、⼤学の研究シーズ主体の「１対１」の関係
で進められる従来型の産学連携ではない、会津産学コン
ソーシアム参加企業を中核にニーズ主体の「多対多」の新
しい産学連携体制を始動

• その中にオープンな議論の場、「会津オープンイノベーション
会議（AOI会議）」を設け、研究と産業ニーズの早い段
階から多様な議論を活性化させ、共創される新たなニーズ
から具体的なプロジェクトを展開し、さまざまなイノベーション
の創出を図る。同会議のコーディネーション役は⼤学が担う

〜AOI会議とは〜
• 2013年、ICT産業を中⼼とした産業振興、雇⽤の創出、
福島県の産業振興、東北の復興に貢献することを使命
に、会津⼤学の学内組織として「復興⽀援センター」が開
設

• 同センターは、⼤学の研究シーズ主体の「１対１」の関係
で進められる従来型の産学連携ではない、会津産学コン
ソーシアム参加企業を中核にニーズ主体の「多対多」の新
しい産学連携体制を始動

• その中にオープンな議論の場、「会津オープンイノベーション
会議（AOI会議）」を設け、研究と産業ニーズの早い段
階から多様な議論を活性化させ、共創される新たなニーズ
から具体的なプロジェクトを展開し、さまざまなイノベーション
の創出を図る。同会議のコーディネーション役は⼤学が担う

Cyber securityCyber security
Cyber rangeセキュリティ
検証・演習基盤

研究者 中村章⼈
Cyber security, 
Cloud computing

Robotics/EducationRobotics/Education
ロボット技術開発、研修基
盤AOJ

研究者
屋代眞
Robotics 
implementation

成瀬継太郎
Robotics

渡部有隆
Aizu online judge

Block chain test Block chain test 
ブロックチェーンテスト基盤
研究者

Data analyticsData analytics
センサーデータの蓄積等データ
連携基盤（会津若松市スマー
トシティモデル、IoT PF）
研究者

藤井靖史
Application
AOI meeting
Open Innovation 
Venture

⼤藤建太
Data analytics, 
Energy Economics

シーズ Seeds

ニーズ
Needs

（明確）

（不明確）

TypeⅢ
シーズ
探索型

TypeⅢ
シーズ
探索型

TypeⅣ
事業化型
TypeⅣ

事業化型

TypeⅠ
勉強会型
TypeⅠ

勉強会型
TypeⅡ

プッシュ型
TypeⅡ

プッシュ型

会津
AOI会議

VR実証
(TypeIII)

FINTECH.
ブロックチェーンSWの検討
（Type III)

Blockchain学内通貨の実証
(Type IV)

UoA
Kiosk

AOI会議
2016年度 343回開催

AOI会議
2016年度 343回開催

⼊居企業

AI & Learning AI & Learning 
AIセンター（機械学習、
AI基盤）
研究者 Q. Zhao

Deep learning, 
rule extraction, 
and AI services
A. Ben
Neuro-inspired 
Computing 
Systems

E

© Copyright 会津⼤学

Patent/IPPatent/IP
知財管理, Reg.Tech

岡裕之
IP/Invention
Revitalization

4月22日開所
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ICT社会を支える人材育成を目的とし、全国の高校生及び高等専門学校生(3年生まで)を対象と
した情報処理技術の大会である『パソコン甲子園』を開催している。

16回目を迎えた2018年度は、プログラミング、モバイル、いちまいの絵CGの3部門に1,906名が
参加し、予選を勝ち抜いた75名が本選会場である会津大学で熱戦を繰り広げた。また、2017年度
に引き続き、「いちまいの絵CG部門」のインターナショナル版として、海外からもCG作品を募集し
た。

大会の趣旨に賛同した首都圏の大手IT企業を始め、県内外から73社の協賛企業の支援と、多く
の団体からの後援を得るなど、ICT分野の全国大会として定着している。

パソコン甲子園（全国高等学校パソコンコンクール）

【本選開催⽇】 2018年11⽉17⽇（⼟）、18⽇（⽇）
【主催】 会津⼤学、福島県、全国⾼等学校パソコンコンクール実⾏委員会
【共催】 全国⾼等学校⻑協会、会津若松市、福島県教育委員会
【後援】 ⽂部科学省、総務省、経済産業省、(⼀社)情報処理学会、外28団体 全32団体
【協賛】 ㈱アイヴィス、㈱アクティブ・ワーク、㈱ドワンゴ、外70社 全73社
【参加者数・本選結果】

部⾨ 参加者 本選結果等

プログラミング部⾨ ４3都道府県から
722チーム １，444名

グランプリ︓筑波⼤学附属駒場⾼等学校（東京都）
準グランプリ︓北九州⼯業⾼等専⾨学校（福岡県）
審査委員特別賞︓灘⾼等学校（兵庫県）

モバイル部⾨ 12道府県から
26チーム 73名

グランプリ︓沖縄⼯業⾼等専⾨学校（沖縄県）
ベストアイデア賞︓⼤阪府⽴⼤⼿前⾼等学校（⼤阪府）
ベストデザイン賞︓⿃⽻商船⾼等専⾨学校（三重県）

いちまいの絵ＣＧ部⾨ ２2都道府県から 277名 優秀賞︓好⽂学園⼥⼦⾼等学校２年⽣ 外２名
いちまいの絵ＣＧ部⾨

⾼校⽣国際部⾨
⽇本・中国・韓国等

から112作品 112名 最優秀賞︓オリジナル部⾨ ⽇本1名、台湾１名
初⾳ミク部⾨ ⽇本１名、台湾１名
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会津大学サイバーセキュリティ人材育成事業

 会津⼤学・FSKサイバーセキュリティ特別講座 Cyber security intensive class
偵察・侵⼊、情報窃取等を実際に仕掛けたり、攻撃ツールを実際に使⽤。演習ベースで、
攻撃や防御の⼀連のシナリオの流れの中で、チーム、個⼈としての対処能⼒を向上。

・ 2013、2014年度産学連携イノベーション促進事業 (経
産省）で開始し、2015年度より⾃⽴化
・ 2018年度 12⽉3⽇（⽉）〜7⽇（⾦）5⽇間

（警察、防衛関係、IT系、会津⼤⽣ 23名参加）

 会津⼤学と福島県警察との連携

サイバー防犯ボランティア
県警より感謝状
- 詐欺サイト発⾒
- ⼟橋君（M2)

5⽇間集中コース 受講料38万円

「県⺠をサイバー犯罪被害から
守るためのリーダー養成講座」
2016 約100名参加、
2017 約340名参加
2018 3⽅⾯ 約500名参加

先端ICTラボ２
階
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会津IT秋フォーラム 2018
会津地域のＩＴ産業が持続的に発展していくことを⽬指して、2006年度から毎年開催
2018年度 10⽉19⽇(⾦) 先週⾦曜⽇開催 800名参加

（ＩＴ企業、地元企業、⾏政関係、⼤学⽣等）
【特別講演】 ■「豊かな社会を築くマイクロソフトの最新テクノロジー」

⽇本マイクロソフト 最⾼技術責任者 榊原 彰

■「福島ロボットテストフィールド整備状況とロボットのいる社会整備」
福島県 ロボット産業推進室⻑ 北島 明⽂

【分科会】 12セッション︓セキュリティと⼈材育成、ICT動向、地域連携、
CAIST先端情報科学シンポジウムも同時開催

「サイバー空間の脅威の現状と対策」
間仁⽥ 裕美 警視庁警視

「AI野⽣動物検出」
齋藤 寛 会津⼤学

「⼥性プログラマ育成塾」
齋藤 広幸 会津⼤学 、松本 舞 株式会社ＦＳＫ

協賛：会津産学懇話会 A I Z U
THE UNIVERSITY OF AIZU
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「はやぶさ２」での会津大の貢献

最近の話題 A I Z U
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1. 共同利⽤・共同研究拠点認定制度
⼤学が有する研究設備や学術資料・データ等を全国の研究者が共同で利⽤し共同研究を⾏う

制度。⼤型外部資⾦を交付する枠組で、認定者は⽂部科学⼤⾂。

2．「⽉惑星探査アーカイブサイエンス拠点」
〇研究者コミュニティに⽉惑星探査アーカイブデータ、関連ソフト、サービスの提供。
〇研究費を交付し、本学と学外の研究者をマッチングした公募型共同開発プロジェクトを遂⾏。
〇組織及び⼈員については、形式的には⼤学と独⽴に設置され、CAIST/ARC-Spaceを⺟体とし
た教員と職員で構成。
〇認定期間は６年間、前半はスタートアップ、後半は継続交付⾦制度もしくはJAXA/ISAS連携
拠点認定を想定。
〇国内外オープンデータを出発点とした本学発ソフトウエアの開発提供、LICTiAにおけるデータプロ
ダクトの作成、データ配信、ハッカソンならびに研究集会等を実施。

文科省共同利用・共同研究拠点採択
「月惑星探査アーカイブサイエンス拠点」

宇宙アーカイブデータの拠点が会津⼤に

会津⼤学
先端ICTラボ
LICTiA
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文科省認定拠点の概要

 名称
– 認定者： 文部科学大臣
– 拠点名： 月惑星探査アーカイブサイエンス拠点
– 大学における組織名： 会津大学・宇宙情報科学研究センター
– 研究分野：地球惑星科学およびその関連分野(ICT)

 時
– 認定期間： 2019/4/1より6年間
– スタートアップ事業期間： 2019/4/1より3年間

 設置場所
– 会津大学敷地内の復興支援センター所在地、先端ICTラボ(LICTiA)。

 組織
– これまで拠点機能を担ってきた会津大学・先端情報科学研究センター

・宇宙情報科学クラスターを発展改組し、兼務教員と事務局を加えて
体制を強化。

– http://www.mext.go.jp/a_menu/kyoten/1410089.htm

ARC-Space
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72共同利用・共同研究拠点とは？

 文部科学大臣による共同利用・共同研究拠点の認定制度
に基づいたもの。 http://www.mext.go.jp/a_menu/kyoten/

 大学の枠を越えて大型の研究設備や大量の資料・データ等を
全国の研究者が共同で利用したり共同研究を行う拠点である。

 研究者コミュニティに交付するという趣旨から、拠点大学以外
の
委員を半数以上含む運営委員会によって運営される。

 平成30年4月1日現在、共同利用・共同研究拠点として54大学
（28国立大学、26公私立大学）107拠点が認定されている。

 福島県内では初めての単独拠点
（福島県立医大がネットワーク型で認定）

ARC-Space

（日本独特の認定制度）
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「パソコン甲子園事業」が工学教育協会
から文部科学大臣賞を受ける

柴山文部科学大臣

最近の話題 A I Z U
THE UNIVERSITY OF AIZU

74 © Copyright 会津大学

74

文部科学大臣賞 会津大学 （２０１９年９月４日表彰式）
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<日経新聞 2019年５月13日〉

世界初「３Ｄスマホ」の開発

最近の話題 スマホの単眼カメラによる花木の撮影ビデオ

76

シャッタ時の one frame の
３D画像を短時間で合成
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本学研究者による論⽂がPerception誌に掲載

2018年11月7日に、ジュリアン・ヴィジェガス准教授を筆頭著者とする研究論文が、
「Perception」誌のオンライン版に掲載され、今後印刷版に掲載される予定です。こ
の論文は、ピッチの変化による聴覚認識と動作認識に新しい知見を与えるもので
す。

※「Perception」 (知覚幻想に重点を置いてきた知覚科学の分野全般を扱う従来型の
印刷版学術誌)

会津⼤学において2018年10⽉から「ブロックチェーン技術」の授業を開始

会津大学において、10月から「ブロックチェーン技術」の授業を開始しました。

会津地域では全国に先駆け2年前から、会津大学が関わって、いくつかのブロック
チェーンを活用した地域通貨の実証実験(萌貨、白虎)を行ってきました。

この授業では、発展著しい仮想通貨などの分野を支えるICT人材の育成に寄与す
るため、技術の活用に焦点をあてて、首都圏企業と連携しながら理解を進めていく
講義を行います。
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ハミード・サジ教授をリーダーとする研究チームの研究論⽂が英科学誌に掲載

2018年6月28日(木)コンピュータ理工学部のハミード・サジ教授をリーダーとする研
究チームの「スーパーエルニーニョ現象」のメカニズムに関する研究論文が、英国
科学誌「ネイチャーコミュニケーションズ」のオンライン版に掲載されました。

スーパーエルニーニョ現象は、エルニーニョ現象がさらに激化したもので、これまで
「スーパー」級の発生要因は太平洋にあると考えられていましたが、サジ教授以下
研究チームは、その発生にインド洋が影響を与えていることを解明しました。

オックスフォード気候科学百科事典にハミード教授の解説記事が掲載されました
2018年2月27日（火）本学サジ・ハミード教授（環境情報科学講座）によ

るインド洋ダイポールモード現象の解説記事が、イギリス・オックス
フォード大学出版局のデジタル百科事典「Oxford Research 
Encyclopedias」気候科学分野に掲載されました。

Oxford Research Encyclopediasは、各専門分野の主要な研究者に
よって書かれて査読を経た記事が、定期的に更新される信頼のおける
知識ベースとして提供されています。
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吉野⼤志特別研究⽀援者らが第18回計測⾃動制御学会SI部⾨講演会において優秀講演賞を
受賞

先端情報科学研究センター（CAIST）ロボット情報工学クラスター（ARC-Robot）
の吉野大志特別研究支援者らは、2017年12月20日～22日にかけて仙台国際
センターで開催された第18回計測自動制御学会システムインテグレーション部
門講演会において、優秀講演賞を受賞しました。

講演名：「メッセージBroker 間のブリッジを応用したRT ミドルウェアにおける
Pub/Sub型通信インタフェース」

吉野 大志、渡部 有隆、矢口 勇一、中村 啓太、小川 純、成瀬 継太郎

朱 欣 上級准教授と郭哲さん(博⼠前期課程1年)らがIEEE iCAST2017で最優秀論⽂賞受賞

生体情報学講座の朱 欣 上級准教授と郭 哲さん（博士前期課程1年）らは、11月
9日に台中市で開催したIEEE（米国電気電子学会）iCAST2017学会で最優秀論
文賞を受賞しました。

• タイトル: Automatic Polyp Recognition from Colonoscopy Images Based on 
Bag of Visual Words

• 著 者: Zhe Guo, Yu Wang, Yanghua Shen, Xin Zhu, Daiki Nemoto, 
Daisuke Takayanagi, Masato Aizawa, Noriyuki Isohata, Kenichi Utano, 
Kensuke Kumamoto, Shungo Endo, Kazutomo Togashi

• 研究内容は大腸内視鏡画像を用いたポリープの自動検出技術です。福島医科
大学会津医療センターとの共同研究成果です。
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会津⼤学博⼠前期課程学⽣IEEE Sendai Section Student Awards 2018  Best Paper Prize を受賞

2018年12月13日(木)東北大学電気通信研究所にてIEEE Sendai Section 
Student Awards 2018 授賞式が行われ、会津大学からは、納谷かごめさん(修
士１年、指導教員：宮崎敏明教授）が Best Paper Prize を受賞しました。

今回の受賞は、9月6日(木)・7日(金)に弘前大学上田キャンパスにて開催された
平成30年度電気関係学会東北支部連合大会において、学生によるプレゼン
テーションが行われ、その審査の結果決定されたものです。

ワールドロボットチャレンジ2018（トンネル事故災害対応・復旧チャレンジ部⾨）優勝

2018年10月17日（水）～21日（日）東京ビッグサイトで行われた、ワール
ドロボットサミット2018の中のロボット競技会「ワールドロボットチャレンジ
2018」において、トンネル事故災害対応・復旧チャレンジにエントリーした
会津大学チーム（REL/UoA）が優勝しました。

災害対応標準性能評価チャレンジにエントリーした会津大学チーム
（REL/UoA）は、世界の強豪19チームが参加する中、13位と健闘しまし
た。
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会津⼤学の２チームがACM-ICPC 2018アジア地区⼤会に進出

2018年7月6日(金)に行われたACM-ICPC 2018(国際大学対抗プログラミングコ
ンテスト2018)の国内予選において会津大学競技プログラミング部のチームが
大学別４位（9位/433チーム）の成績を修め、チーム「UKUNICHIA」・チーム
「Return_ZUKKY」の２チームが入賞し予選を突破し、12月に横浜で開催された
アジア地区大会に出場しました。

会津⼤学博⼠後期課程学⽣ 2018年度IEEE VTSJ 学術奨励賞を受賞

2018年8月28日(火)米国シカゴで開催された第88回車両技術国際会議
（VTC2018-Fall）にて会津大学コンピュータ通信学研究室の学生、Bui Hoang 
Anh-Tuan （ブイ ホアン アン トゥアン） さんが、IEEE日本車両技術部会協会
（VTSJ）より2018年度学術奨励賞を受賞しました。

アン トゥアンさんは博士後期課程1年生、指導教員はAnh T. Pham （アン トゥア
ン ファム）教授です。
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パソコン甲⼦園2018の本選を開催

Topics（学外との活動）

2018年10月19日（金）会津大学にて「会津IT秋フォーラム2018」を開催いたしま
した。 おかげさまで延べ約800名の大勢の方々に御来場いただきました。

特別講演では、日本マイクロソフト株式会社 執行役員 最高技術責任者 兼 マ
イクロソフトディベロップメント株式会社 代表取締役 社長 榊原 彰氏と、福島県
商工労働部 産業創出課 ロボット産業推進室長 北島 明文氏より、御講演いた
だきました。

会津IT秋フォーラム2018〜先端ICT×⼈材〜が開催

パソコン甲子園2018の本選が11月17日(土)18日(日)に本学で
開催されました。

全国の高校生、高等専門学校生等が、情報処理技術における
優れたアイデアと表現力、プログラミング能力等を競い合うこと
により、生徒自身のスキルアップを図るとともに、情報化社会を
支える人材の裾野を広げることを目的として開催しております。

プログラミング部門は、筑波大付属駒場高等学校「KMB86」チ
ーム、モバイル部門は、沖縄工業高等専門学校「しろくま」チー
ム、いちまいの絵CG部門では、好文学園女子高等学校の末永
愛実さんがそれぞれグランプリを受賞しました。
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コンピュータサイエンスサマーキャンプ会津⼤学2018を開催しました

2018年9月11日（火）午前、会津学鳳中学校の1年生90名が来学し、
出村裕英教授の「はやぶさ・はやぶさ２」についての講演を聴講しまし
た。

これは、SSH（スーパーサイエンスハイスクール事業）指定校である福
島県立会津学鳳高校・中学校の行事の一環である「会津大学研修」と
して行われたもので、これまでにも講演や研究室見学を継続して行っ
てきました。

講演では、会津大学や福島県と、はやぶさ２との関わりも紹介されま
した。また、赤青メガネによる小惑星の立体視体験ではその迫力に歓
声があがり、思わず手をのばす生徒さんもいました。

会津学鳳中学校１年⽣が来学し、はやぶさ２の講演を聴講しました

2018年8月20日（月）から23日（木）まで、「コンピュータサイエンスサマーキャンプ会
津大学2018」が開催されました。今年で22回目となるサマーキャンプには全国から
中・高校生71名が参加し、会津大生が務めるインストラクターの指導の下、3つの
コース（Cプログラミング基礎、JavaScriptゲームプログラミング、3DCG）に分かれ
てプログラミング等について楽しく、熱心に学びました。
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公⽴⼤学法⼈会津⼤学と⽩河市 連携協定締結

2018年3月15日（木）、公立大学法人会津大学と白河市は、相互の連携・
協力の下、人材育成、産業振興及び地域貢献に寄与することを目的に、
連携協定を締結しました。

当日の連携協定締結式には、白河市から鈴木市長、木村産業部長、本
学からは岡嶐一理事長兼学長、宮村安治理事兼事務局長、岩瀬次郎理
事が出席しました。

2018年2月26日（月）、公立大学法人会津大学と株式会社福島民報社
は、相互の連携・協力の下、人材育成、産業振興及び地域貢献に寄与
することを目的に、連携協定を締結しました。

当日に執り行われた連携協定締結式には、株式会社福島民報社から
は代表取締役社長の高橋雅行氏、地域交流室長の安田信二氏、会津
若松支社長の安斎康史氏、同支社報道部長の角田守良氏、同支社営
業部長の大欠英樹氏、本学からは岡嶐一理事兼学長、宮村安治理事
兼事務局長、岩瀬次郎理事、時野谷茂理事兼短期大学部長が出席し
ました。

公⽴⼤学法⼈会津⼤学と株式会社福島⺠報社 連携協定締結
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Motto 1: 常に尖り続ける

• 研究比重を拡大
[研究:教育 = 60:40] ⇒ 70:30
教育軽視ではなく本学の原点”Top-down教育”を貫く
i.e., 先ず、最先端を見せ、学習・研究意欲をかき立てる

• 学内コラボ＋国内外コラボ

Motto 2: 成果重視 (Invisible things cannot be evaluated)
• 世の中に問えるモノは、どんどん問う

論文、特許、実用化、技術移転、ベンチャー起業・・・

[NOTE]上記は、宮崎の私案です。会津大学の総意ではありません。

これからどうする会津大学？
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To Advance Knowledge for Humanity
（人類の平和と繁栄のために発明・発見を行う）

会津大学正面ゲートに刻まれた建学理念

それが建学理念を実現すると信じ進み続けます A I Z U
THE UNIVERSITY OF AIZU
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ご期待ください 会津大学に！

ご静聴ありがとうございました


